
建物の基礎知識について 
【設備編】 

平成28年度施設管理担当者研修会 
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 １．設備工事の種類 
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 １．維持管理業務の種類 
Ｖ 建物の管理及 Ｖ０１ 建物の清掃

び清掃並びに Ｖ０２ 貯水槽の清掃・保守点検

各種設備の保 Ｖ０３ 建物の空気環境測定

守点検及び管 Ｖ０４ 飲料水の水質検査

理に係るもの Ｖ０５ 排水管の清掃

Ｖ０６ 建物のねずみ昆虫防除

浄化槽の管理

　(a)保守点検

　(b)清掃

Ｖ０８ 消防設備の保守点検

　(a)ボイラーの運転

　(b)保守点検

Ｖ１０ エレベーターの保守点検

Ｖ１１ 電気設備の保守点検

Ｖ１２ 自動ドアの保守点検

Ｖ１３ 電話設備の保守点検

Ｖ１４ 建物の警備

Ｖ１５ 植栽管理

Ｖ０９

ボイラー・空調設備等管理

Ｖ０７

※役務の提供を受ける契約に係
る競争入札参加資格者名簿 
（行政経営管理課作成）  



 ２．電気設備の構成 
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マニュアル2-9 



■ 受変電設備 概念図  
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キュービクルとも呼ばれます  

マニュアル2-10 



■ 分電盤 概念図 
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マニュアル2-11 
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■ 外灯 概念図 
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マニュアル2-13 

自
動
点
滅
器 



２．機械（給排水）設備の構成 
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マニュアル2-14 

排水管は、トイレからの汚水管と、流し・手洗いから
の雑排水管に分かれており、屋外の桝で合流します。 

排水がスムーズに流れるよう、空気
を出し入れする通気管があります。 

給水方式 

・水道直結方式 

・高置タンク方式 

・圧送ポンプ方式 



■ 受水槽 概念図 
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GV：ゲートバルブ（止水栓） 
CV：チャッキバルブ（逆止弁） 
FJ：フレキシブルジョイント  

マニュアル2-15 



■ 浄化槽 概念図 
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マニュアル2-16 



２．機械（暖房・空調・換気）設備の構成 

11 

マニュアル2-17 

蒸気暖房方式の特徴 

・温熱感覚が劣る 

・スチームハンマの発生 

・設備費が安い 

・設置面積が小さい 

・立ち上がりが早い 

・配管の凍結がない 

・漏水時の被害が小さい 

・ボイラー免許が必要 

 



■ 熱源機器の種類 
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マニュアル2-18 



■ ファンコイルユニット  
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マニュアル2-19 

■ 冷却塔  



３．防災設備 
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マニュアル2-22 

■ 自動火災報知 



■ 非常用照明・誘導灯  

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

マニュアル2-23 



■ 屋内消火栓 
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マニュアル2-24 



４．法定点検と自主点検 
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マニュアル2-26 

７．消防用設備

１１．自家用電
気工作物

５．冷凍機
６．ばい煙発生

設備

３．簡易専用水道
（受水槽、高置水

槽）

２．特定建築物
（ビル管法）

９．し尿浄化槽
１０．排出水
特定施設

（水質汚濁防止法）

１４．昇降機以
外の建築設備
（建築基準法）

１４．特殊建築
物等

（建築基準法）

４．ボイラ等

１４．昇降機
（建築基準法）

法定点検

１．労働安全衛生

８．危険物
（油タンク）
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マニュアル2-26 

昇降機
（自主点検）

自動ドア

防火シャッター
防火ダンパー

防火戸コンセント設備

非常用照明

排煙設備
（非機械式）

作動の安全 防火・避難の安全

自主点検

４．法定点検と自主点検 
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